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1 はじめに
和菓子は日本特有の菓子であり，外国に存在しないもの

が多い．また，食べたことのない和菓子の味や食感を想像

することは難しい．そこで先行研究 [1]では,和菓子の味，

甘さ，食感を外国人観光客に説明するシステムを開発し

た．先行研究 [1]では，中身の説明はWikipediaの文章を,

和菓子の食感はオノマトペ 1語をそれぞれ提示した.先行

研究 [1]の実験の結果,味は和菓子の種類によっては伝達

することができたが,食感は正しく伝達できなかった.

そこで我々は，従来型の問題点であった和菓子の味や食

感などの味覚可視化を目的として，オノマトペや食感語か

ら作成したワードクラウドを用いた．ワードクラウドを

用いた研究として，Shigyoらの研究がある [2]．Shigyoら

は，Web上に投稿された料理レシピのレビュワーの調理結

果を，一目で直観的に想像できる可視化手法として，ワー

ドクラウドを用いた．また，ワードクラウドはレシピ選び

への有用な可視化であることを明らかにした．本研究で

も可視化手法としてワードクラウドを用いることで，和菓

子の味，甘さ，食感の適切な説明を目指す．

2 システム概要
本システムは，外国人観光客に食べたことのない和菓子

の味，甘さ，食感を説明することを目的とした，Webアプ

リケーションである．使用場面は和菓子屋の店舗であり，

配置された電子端末上でシステムを操作する．来店者は

和菓子を選ぶ際に，店舗に配置された電子端末で和菓子の

情報を閲覧する．システムで情報提示することで，和菓子

の詳しい中身や味覚について，試食することなく想像して

もらうことを目指す．

2.1 商品説明画面
本節では，商品説明機能について述べる．本システムで

の説明画面を図 1に示す．なお，図 1では日本語で記載し

ているが，実際は外国人観光客の使用言語で提示される．

図 1-(1)は商品画像，図 1-(2)は断面図である．商品画像

と断面図を同時に提示することで，中身の位置を一目で理

解してもらう仕組みとしている．図 1-(3)は和菓子全体の

説明である．今回提示している和菓子は，大福という和菓

子のジャンルがあるため，大福の説明をしている．甘さは

6段階で提示している．食感や味についてはワードクラウ
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図 1 「ラム小豆クリームチーズ大福」提示画面

ドで提示している．ワードクラウドの作成方法について

は 2.2節で述べる．説明欄では，和菓子名をWikipediaで

検索した最初の 1文を提示している．図 1-(4)は和菓子の

中身に使われている材料の説明である．提示方法として

は図 1-(3)と同様である．このように全体と中身を分けて

提示することで，同じ和菓子でも中身の異なるものを適切

に説明できる仕組みとなっている．
2.2 ワードクラウド作成方法
味覚可視化として使用するワードクラウドは，クック

パッドの DB情報 [3]のレシピに付随している，つくれぽ

のデータを利用して作成する．つくれぽとは，クックパッ

ドの料理作成報告「作りましたフォトレポート」のことで

ある．まず，クックパッド DBから，ワードクラウド作成

対象の和菓子や材料名が含まれているレシピに付随する

つくれぽを取得する．そして，MeCabで形態素解析を行

い，その結果から各単語の出現回数を算出し，リストを作

成する．作成したリストの中からオノマトペを含む食感

語 310語のうち出現回数が 2回以上の単語を用いてワード

クラウドを作成する．

3 実験
本実験では，味覚可視化手法としてワードクラウドを使

用することで，和菓子の食べた時に感じる味覚をシステム

画面で提示できているのかを評価する．実験参加者は大
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である．(1) かりんとまんじゅう，(2) ラム小豆クリーム

チーズ大福，(3)餅入りみたらしプリン，の 3種類の和菓

子を用いて実験を行った．本実験は実物を見せた後，情報

提示後，試食後に味，食感，甘さについてどう感じたのか

のアンケートをそれぞれ実施した．実物を見せた後は，和

菓子屋で和菓子を見ている状態，情報提示後は店舗に配置

された電子端末で情報を見ている状態，試食後は実際に食

べた状態をそれぞれ想定している．これらを比較するこ

とで，商品を見た状態と食べた時の味覚のギャップを無く

すことができるのかを評価する．

なお，本研究は外国人観光客に対してのシステム開発を

行っているが，和菓子に馴染みのある日本人に伝達できな

ければ，馴染みのない外国人観光客には伝達できない．こ

のため，本稿では日本人での効果を検証する．本実験で

は，Wikipediaの文章は日本語を英語に翻訳し，更に日本

語に翻訳したものを用いた．また，外国人観光客に提示す

る情報のうち，商品名と材料名を提示していない．

4 結果と考察
システムの提示情報から感じた味覚と試食後に感じた

味覚の一致度についての質問結果を表 1に示す．表 1の結

果より，各和菓子の食感と甘さについては，和菓子 (2)の

食感を除き，中央値，最頻値が 4以上となり，食感と甘さ

について伝達できる可能性を示した．

提示情報が和菓子を想像するのに，どれほど利用された

かについての質問結果を表 2に示す．提示情報とは，ワー

ドクラウド，Wikipediaの文章，断面図，商品の写真，甘

さを示す．表 2 の結果より，ワードクラウドは平均値が

4.16で 5種類の提示情報の中で順位が 1位であった．これ

よりワードクラウドは和菓子の甘さ，味，食感を想像する

のに，最も利用されたことが分かる．

また，実物を見せた後，情報提示後，試食後の 3 つの

状態で「どのような食感だと思うか．」という質問の自由

記述で，「かりんとまんじゅう」では一部の参加者が実物

を見せた後に実際の食感と大きく異なる「やわらかそう」

「もっちりしてそう」という回答している．しかし，情報

提示後には，「カリカリ」「サクサク」「しっとり」という

ワードクラウドで提示している単語を回答し，試食後も同

じ食感を感じて回答している．このことより，食感の想

像にワードクラウドが大きく影響していることが分かる．

また，実験終了後の自由記述で「食感の表示は近いと思っ

た」「食感はどれも想像しやすかった気がした」「オノマト

ペにより想像しやすかった」というコメントがあった．

これらのことから，従来型の問題点であった食感の伝達

について，ワードクラウドを用いた味覚可視化手法を用い

ることで，改善できる可能性を示した．

なお，味については，表 1の結果より，和菓子 (1)，(2)

が中央値，最頻値が 4，和菓子 (3)は中央値，最頻値が 2

となり，伝達できたものと出来なかったものがあることが

わかる．原因としては，実際の和菓子と関係のない単語

表 1 提示情報と試食後に感じた味覚の一致度について

評価段階
中央値 最頻値

1 2 3 4 5

(1)かりんとまんじゅう

食感 0 2 1 6 1 4 4

味 0 2 2 6 2 4 4

甘さ 0 3 1 3 3 4 2,4,5

(2) ラム小豆クリーム

チーズ大福

食感 0 3 4 3 0 3 3

味 0 2 3 5 0 3.5 4

甘さ 0 2 3 4 1 3.5 4

(3) 餅入りみたらしプ

リン

食感 0 2 1 5 2 4 4

味 0 6 0 4 0 2 2

甘さ 1 1 2 3 3 4 4,5

・質問：食べた時に感じた食感，味，甘さを提示された情報から想像することがで
きた．
・評価段階　 1:そう思わない，2:あまりそう思わない，3:どちらともいえない，4:
ややそう思う，5:そう思う
・表中の評価段階の数字は人数を表す．

表 2 提示情報について

評価段階
平均値 順位

1 2 3 4 5

ワードクラウド 0 1 4 14 11 4.16 1

甘さ 0 9 6 11 4 3.33 2

Wikipediaの文章 2 9 2 12 5 3.3 3

商品の写真 3 6 4 14 3 3.26 4

断面図 2 7 8 10 3 3.16 5

・質問：各情報，和菓子の甘さ，味，食感を想像するのに利用した．
・評価段階　 1:そう思わない，2:あまりそう思わない，3:どちらともいえない，4:
ややそう思う，5:そう思う
・表中の評価段階の数字は人数を表す．

が誤翻訳により伝達出来ない例が存在したからであった．

しかし，外国人観光客へは原文を提示する．このため，本

実験で発生した味の誤伝達は，実環境では発生しないと考

えられる．

5 おわりに
本研究では，従来型の問題点であった味や食感について

の提示を，ワードクラウドを用いて味覚可視化すること

で，和菓子の食べた時に感じる味覚をシステム画面で提示

できているのか評価した．結果として，従来型の問題点

であった食感の伝達について改善できる可能性を示した．

今後は，多言語化をおこなっていく．
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